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論 文 の 内 容 の 要 旨

伝染性ファブリキウス嚢病(IBD)ウイルス(IBDV)は二分節二本鎖RNAをウイルスゲノ

ムとし,ビルナウイルス科アビビルナウイルス属に分類ざれる｡IBDV血清型1は主に若齢鶏

に免疫抑制を惹起し,一般に致死率は低い｡1980年代には高い致死性を示す超強毒型

IBDV(VV-IBDV)が突然出現した｡しかしWIBDV出現に至るIBDVの進化経路や致死的

病原性決定因子は未だ解明されていない｡本研究ではIBDVの分子疫学,分子系統解析によ

る遺伝的多様性と進化および分子生物学的性状解析を行った｡

第1章では,2001年から2004年にタンザニアのIBD雁患鶏より分離したIBDV14殊につい

てVP2可変領域(VP2-HVR)の塩基配列を解読し,遺伝子型別を行った｡タンザニア分離

株はいずれも強毒型に属し,アフリカ型強寿殊に高い塩基配列相同性を示す集団およびヨー

ロッパ/アジア強寿株に高い塩基配列相同性を示す集団の2つの遺伝子型に分けられた｡タン

ザニアにおけるアフリカ型およびヨーロッパ/アジア型WIBDVの存在が明らかになった｡

第2章では,野鳥におけるIBDV血清型1の分布について血清疫学的および分子疫学的検索

を実施した｡タンザニアおよびザンビアで採取した健康な野生または放し飼いのホロホロ

チョウ21羽およびハト20羽についてウイルス中和抗体の検出およびファブリキウス嚢組織か

らのVP2-HVRの検出と塩基配列の解析を行った｡タンザニアのホロホロチョウ2羽はRTL

PCRおよびVNT陽性で,タンザニア由来野生ハト1羽はRT-PCRのみ陽性であった｡ホロホ

ロチョウ1羽およびハトから検出されたIBDVの遺伝子型は,ヨーロッパ/アジア型WIBDV
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であり,他のホロホロチョウから検出ざれたIBDVは従来型であった｡IBDVの疫学および変

異体出現における野鳥の果たす役割の重要性を示唆した｡

第3華では,アフリカ型IBDVのRT-PCRによる検出と増幅断片の制限酵素切断像多型解析

による型別法を確立した｡6種の制限酵素AatI,BanIII,BspMI,SspI,SacIおよびNcoI

がVP2-HVRの塩基配列に基づく6過伝子型の型別に有用であることが示ざれた｡塩基配列

の解読が実施できない地域での本法の有用性を示した｡

第4章ではアフリカ型WIBDV出現に至る進化経路および分子生物学的特徴を明らかにす

るため,タンザニアKMRG-48株の分節Aおよび分節Bの全塩基配列を解読した｡KMRG-48

株分節AのVP5,VP2,VP4およびVP3コード領域の塩基配列および推定アミノ酸配列によ

り分子系統療を作成したところ,いずれの系統樹も同様の樹形を示したが,分節Bにコード

ざれるVPlの配列で作成した分子系統樹はこれらと著しく異なる樹形を示し,WIBDVの出

現に遺伝子再集合が関与している可能性が示唆ざれた｡

第5章では,アフリカ型超強毒株10株について塩基配列を解読し,ゲノム分節A,B間での

遺伝子再集合による新興ウイルス出現の可能性を検討した｡その結果,ザンビア分離株は分

節AがWIBDVに,一方分節Bが従来型弱毒ウイルスに由来する遺伝子再集合ウイルスであ

ることが示唆された｡従来型弱毒株との遺伝子再集合を示唆するIBDV野外分離株の発見

は,IBDV帝毒生ワクチンの使用に際し,ワクチンが遺伝子再集合による新興ウイルス出現

の遺伝子供与体となる危険性を示唆している｡

本研究は,新興性IBDVの性状を明らかにし,アフリカ型超強毒IBDVの存在およびアフリ

カにおける野外での遺伝子再集合を明らかにした｡放し飼いのホロホロチョウおよび野生ハ

トからのIBDVゲノムRNA検出は,IBDVの疫学における野鳥の果たす役割の重要性を示し

た｡また,野外におけるIBDVの疫学的検索および迅速な同定に有用なIBDV血清型lの制限

酵素切断優による型別法を確立した｡野外材料からの遺伝子再集合ウイルスおよびアフリカ

型超強毒IBDVの発見から新興性IBDV出現に対する適切な制御方法確立の必要性を示した｡

審 査 結 果 の 要 旨

本研究では,為に高い致死性を示す超強毒型伝染性ファブリキウス嚢病ウイルス(VV-

IBDV)血清型1の分子疫学,分子系統解析による遺伝的多様性と進化および分子生物学

的性状について解析を行った｡

第l章では,2001年から2004年にタンザニアのIBD雁患鶏より分離したIBDV14株につ

V】てVP2可変領域(VP2-HVR)の塩基配列を解読し,遺伝子型別を行った｡タンザニア

分離株はアフリカ型強毒株およびヨーロッパ/アジア強毒株の2遺伝子型に分けられた｡タ

ンザニアにおける複数の追伝子型ⅤⅤ-IBDVを明らかにした｡

第2章では,タンザニアおよびザンビアのホロホロチョウおよびハトについて中和抗体

およびVP2-HVRの検出と塩基配列解析を行った｡ホロホロチョウ1羽およびハトから検

出されたIBDVはヨーロッパ/アジア型WIBDVであり,他のホロホロチョウから検出され

たIBDVは従来型であった｡IBDVの疫学および変異体出現における野鳥の役割の重要性を

示唆した｡

第3章では,アフリカ型IBDVのRT-PCRによる検出と増幅断片の制限酵素切断像多型解

析による型別法を確立した｡6種の制限酵素がVP2-HVRの塩基配列に基づく遺伝子型別に

有用であることを明らかにし,塩基配列の解読が実施できない地域での本法の有用性を示

した｡
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第4章ではタンザニアKMRG-48株の分節Aおまび分節Bの全塩基配列を解読し

た｡KMRG-48株分節AおよびBの塩基配列および推定アミノ酸配列により,VV-IBDVの

出現に遺伝子再集合が関与している可能性を示唆した｡

第5章では,アフリカ型超強毒株10株について塩基配列を解読した結果,ザンビア分離

KZC-104株は分節AがⅤⅤ-IBDVに,分節Bが従来型弱毒ウイルスに由来する遺伝子再集合

ウイルスであった｡IBDV弱毒生ワクチンが遺伝子再集合による新興ウイルス出現の遺伝

子供与体となる危険性を示した｡

本研究においてアフリカ型超強寿IBDVの存在,野外での遺伝子再集合,IBDVの疫学に

おける野鳥の果たす役割の重要性,野外におけるIBDVの制限酵素切断像による型別法を

確立した｡野外材料からの遺伝子再集合ウイルスおよびアフリカ型超強毒IBDVの発見

は,新興性IBDV出現に対する適切な制御方法確立の必要性を示してt)る｡

以上について,審査委貞全員一致で本論文が岐阜大学大学院連合獣医学研究科の学位論

文として十分価値があると認めた｡
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